船橋市国際交流協会　災害時外国人支援サポーター制度要綱
（趣旨）

第1条 船橋市国際交流協会（以下「協会」という。）は、大規模な災害等が発生した場合に船橋市又はそれに類する関係機関等の要請に基づき、外国人支援活動をする者を災害時外国人支援サポーター（以下「サポーター」という。）として登録し、迅速かつ的確に外国人住民の災害支援対策を講ずることを目的として災害時外国人支援サポーター制度を設置し、その運用について定める。
（活動の基本）

第2条 サポーターは、協会又は船橋市及び船橋市と災害時の派遣協定を締結している各機関からの要請に基づき、当該要請先の支援要望の範囲内で活動するものとする。

（サポーターへの協力要請）

第3条 協会は、大規模災害が発生した場合に船橋市からの要請に基づきサポーターに対して、協力要請を行う。

２　前項の規定に関わらず、船橋市内において大規模災害が発生し、船橋市に災害対策本部が設置された場合にあっては、当該対策本部の設置をもって、サポーターに協力要請したものとみなす。

（活動の種類及び資格等）

第4条 サポーターの従事する活動の種類及び当該活動に必要な資格は、別に定める。

（サポーターの募集）

第5条 協会は、必要に応じてサポーターとしての登録者を募集するものとする。

（登録の要件）

第6条 サポーターとして登録しようとする者は、次に掲げる要件を満たすこととする。

（１）ボランティアとして活動できる者。
（２）登録しようとする年度の４月１日現在で満１６歳以上である者。

（３）協会が指定する研修等を受講した者。

（４）前各号に規定する者のほか会長が特に必要と認めた者。

（登録方法及び台帳の整備）

第7条 サポーターとして登録しようとする者は、災害時外国人支援サポーター登録票（別記様式１）により協会に届け出るものとする。

２　協会は、前項の規定による登録の申し込みがあった場合においては、次に掲げる事項を登録台帳に記載し保管しなければならない。

（1） 氏名及び住所

（2） 生年月日及び国籍
（3） 連絡先

（4） 資格
（5） 活動可能地域

（6） 登録年月日

３　前項に規定する登録台帳は、電子データにより保管することができるものとする。

４　第２項及び第３項に規定する登録台帳は、協会及び船橋市が災害時の外国人支援に係る協定及び覚書並びにそれに準ずる取り決めを結んだ機関においても複製を保管できるものとする。
（登録事項の変更手続等）

第8条 サポーターは、前条第２項各号の登録事項に変更のあったとき、又は登録を取り消そうとするときは、災害時外国人支援サポーター登録事項変更・登録抹消届（別記様式２）を協会に提出するものとする。
（サポーターの情報提供）
第9条 協会は、サポーター登録票に記載された事項について、災害が発生した場合には、外国人支援に関する業務に使用することができる。
２　前項の規定に関わらず、第７条第４項に規定する登録台帳の複製を保管する機関にあっては、船橋市において大規模災害が発生した場合、登録台帳の複製を外国人支援に関する業務に使用することができる。

（サポーター登録数の把握）

第10条 協会は、毎年１回以上、登録者の状況を把握しなければならない。

（報酬等）
第11条 サポーターは、その活動に対する報酬又は活動資機材の損料等を協会又は協力要請先に対して請求することはできない。
（保険への加入等）

第12条 サポーターがこの要綱に規定する協力要請に基づき活動している場合は、協会においてボランティア保険に加入するものとする。

２　前項に規定する場合のボランティア保険の加入に必要な経費は、協会が負担する。

（その他）
第13条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に関し必要な事項は別に定める。
　　附　則

　（施行期日）

　この要綱は、平成２０年１２月１０日から施行する。

　　附　則（平成２８年１月３１日船国協第８１号）
　（施行期日）

　１　この要綱は、平成２８年２月１日から施行する。

　（経過措置）

　２　改正後の別記様式１及び別記様式２は、平成２８年度以後のものについて適用
し、平成２７年度以前のものについては、なお従前の例による。
附　則

　（施行期日）

　この要綱は、令和３年４月１日から施行する。

